
平
成
二
十
年
三
月
十
九
日
提
出

質

問

第

二

〇

〇

号

国
後
島
北
方
海
域
で
の
日
本
船
拿
捕
事
件
等
に
つ
い
て
の
外
務
省
の
対
応
及
び
情
報
開
示
に
関
す
る
質
問
主
意

書

提

出

者

鈴

木

宗

男

200



国
後
島
北
方
海
域
で
の
日
本
船
拿
捕
事
件
等
に
つ
い
て
の
外
務
省
の
対
応
及
び
情
報
開
示
に
関
す
る
質
問
主
意

書

「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
一
五
二
号
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
国
後
島
北
方
海
域
で
北
海
道
の
羅
臼
漁
協
所
属
の
刺
し
網
漁
船
四
隻
が
ロ
シ
ア
国
境
警
備
隊
に

拿
捕
さ
れ
た
事
件
（
以
下
、
「
拿
捕
事
件
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
二
〇
〇
七
年
十
二
月
十
三
日
、
在
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン

ス
ク
日
本
国
総
領
事
館
（
以
下
、
「
総
領
事
館
」
と
い
う
。
）
総
領
事
公
邸
に
お
い
て
、
天
皇
誕
生
日
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
以
下
、
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。
）
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
何
人
の
「
総
領
事
館
」
職

員
が
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
に
参
加
せ
ず
情
報
収
集
活
動
に
当
た
っ
て
い
た
か
、
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
開
催
中
も
、
こ
れ
に
出

席
し
て
い
た
と
思
料
さ
れ
る
夏
井
重
雄
総
領
事
よ
り
情
報
収
集
等
に
当
た
っ
て
い
た
「
総
領
事
館
」
職
員
に
適
切
な
指
示
は

な
さ
れ
て
い
た
の
か
等
、
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
開
催
中
の
「
総
領
事
館
」
に
お
け
る
「
拿
捕
事
件
」
へ
の
対
応
に
つ
き
、
詳

細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
拿
捕
事
件
」
が
発
生
し
て
も
な
お
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
を
予
定
通
り
行
う
と
決
め
た
の
は
誰
か
。
そ
の
者
の
官
職
氏
名

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



三

二
の
決
定
に
つ
い
て
の
決
裁
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

四

「
拿
捕
事
件
」
が
発
生
し
て
も
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
が
延
期
さ
れ
ず
、
当
初
の
予
定
通
り
行
わ
れ
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

五

「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
が
当
初
の
予
定
通
り
行
わ
れ
た
こ
と
は
ど
の
様
な
意
義
が
あ
っ
た
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

六

「
拿
捕
事
件
」
が
発
生
し
た
以
上
、
「
総
領
事
館
」
の
職
員
は
乗
組
員
の
安
否
の
確
認
等
の
情
報
収
集
等
、
「
拿
捕
事

件
」
へ
の
対
応
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
は
延
期
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
高
村
正
彦
外

務
大
臣
の
見
解
如
何
。

七

二
〇
〇
六
年
八
月
に
ロ
シ
ア
国
境
警
備
隊
に
拿
捕
さ
れ
、
未
だ
に
そ
の
船
体
が
返
還
さ
れ
て
い
な
い
根
室
の
カ
ニ
か
ご
漁

船
第
三
十
一
吉
進
丸
に
つ
き
、
外
務
省
は
こ
れ
ま
で
の
答
弁
書
で
そ
の
現
状
を
確
認
し
て
い
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
政

府
答
弁
書
」
で
も
「
前
回
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
三
月
四
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
一
一
四
号
）
の
二
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て

で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
情
報
収
集
の
内
容
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
は
、
今
後
の
情
報
収
集
等
に
支
障
を
来
す

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。
」
と
、
第
三
十
一
吉
進
丸
に
つ
い
て
外
務
省
が
把
握
し
て
い
る
情
報
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
。
こ
ち
ら
が
問
う
て
い
る
の
は
、
第
三
十
一
吉
進
丸
は
現
在
ど
こ
に
あ
り
、
誰
が
所
有

二



し
、
誰
に
よ
っ
て
何
の
用
途
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
等
、
外
務
省
が
把
握
し
て
い
る
と
す
る
第
三
十
一
吉
進
丸
の
現
状
で

あ
っ
て
、
外
務
省
が
ど
の
様
な
方
策
を
も
っ
て
右
の
現
状
を
把
握
す
る
に
至
っ
た
か
と
い
う
情
報
収
集
の
手
段
ま
で
問
う
て

い
る
も
の
で
は
な
い
。
第
三
十
一
吉
進
丸
は
日
本
国
民
の
財
産
で
あ
っ
て
、
不
当
に
奪
わ
れ
た
財
産
が
今
ど
こ
に
あ
り
、
誰

の
手
に
よ
っ
て
何
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
国
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
何
の
支
障
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
第
三
十
一

吉
進
丸
は
現
在
ど
こ
に
あ
り
、
誰
が
所
有
し
、
誰
に
よ
っ
て
何
の
用
途
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
等
、
外
務
省
が
把
握
し
て
い

る
と
す
る
第
三
十
一
吉
進
丸
の
現
状
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
を
再
度
求
め
る
。

八

外
務
省
は
写
真
ま
た
は
ビ
デ
オ
等
に
よ
る
第
三
十
一
吉
進
丸
の
船
体
の
映
像
を
入
手
し
て
い
る
か
。
「
政
府
答
弁
書
」
で

は
何
ら
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
の
様
に
し
て
そ
の
映
像
を
入
手
し
た
か
、
そ
の
手
段
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
一
切
求
め
な
い
と
こ
ろ
、
第
三
十
一
吉
進
丸
の
船
体
の
映
像
を
外
務
省
は
入
手
し
て
い
る
か
否
か
、
右
一
点
に
つ
き
明

確
な
答
弁
を
求
め
る
。

九

第
三
十
一
吉
進
丸
の
船
体
及
び
「
拿
捕
事
件
」
に
よ
り
押
収
さ
れ
た
第
三
十
一
吉
定
丸
、
第
三
十
八
翼
丸
、
第
三
十
八
祐

幸
丸
、
第
三
十
一
豊
佑
丸
の
船
体
の
返
還
を
、
外
務
省
が
ロ
シ
ア
側
に
求
め
た
の
は
直
近
で
い
つ
か
。
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

三



十

外
務
省
は
九
で
挙
げ
た
船
の
船
体
の
返
還
を
本
気
で
目
指
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


